
＜＜取組事例簡易紹介シート＞＞

取組アクション： ○ 適度な運動 ○ 適切な食生活 禁煙・受動喫煙防止 ○ 健診・検診の受診 ○ その他

【実施内容の概要（背景や目的、方法、成果、意義を完結にまとめてください。）】

【目的】志木市は健康寿命日本一のまちづくりをめざしている。「いろは健康２１プラン（第３期）」（健康増進計画）の
推進事業としてノルディックウォーキング・ポールウォーキング（以下ＮＷ・ＰＷ）を取り入れ、市民力を生かし、介護予
防、健康づくり、社会参加の観点から実施している。
　また、平成２７年度からは健康長寿埼玉モデル事業として健康ポイント事業を実施しており、参加者の歩数計や体
組成計データ、体力測定データ、健診結果のデータ、国保医療費から効果の検証、地域の活動に参加するソーシャ
ルキャピタルの特性について検証することも目的とした。
 
【方法】平成２６年度から公募の市民からなるいろは健康２１プラン推進事業実行委員会が主催し、ＮＷ・ＰＷ教室を
実施している。さらに、平成２７年５月に第１回、平成２８年５月に第２回ＮＷ・ＰＷ全国大会を開催した。　平成２７年
度からは、埼玉県の補助金を活用し、健康ポイント事業・健康になりまっする教室を実施。平成２７年度から平成２９
年度までの３年間で総勢２，０００人に対する歩数計、体組成計データ等から実施前後での効果測定を行う。健康に
なりまっする教室は３年間で２００人に有酸素運動（ＮＷ・ＰＷ）、筋力アップトレーニング、栄養指導を行い、前中後で
の効果測定を実施する。
 
【成果】第１回ＮＷ・ＰＷ全国大会は５５３名の参加。第２回全国大会は８１３名の参加。ＮＷ・ＰＷ教室の参加者も増
え、参加者の中から指導員の資格を取った方が中心となり、サークルが立ち上がるなど活動も活発化してきている。
また、リーダー育成講座を実施したところ、その卒業生が新たに実行委員に加わり、今年度の全国大会運営に積極
的に関わり、大いに市民力を発揮した大会となった。健康ポイント事業は、およそ１，７００人が参加している。高齢者
の参加が多いが、歩数計がコミュニケーションツールとなり、歩数、活動量の増加が見られる。健康ポイント事業・健
康になりまっする教室とも機会をとらえ、正しい知識とその効果を伝えることで運動効果、筋力アップに確実につなが
り、転倒リスクの予防・低減も図れている。
　医療費に関しては平成２７年度の実施前後で比較すると健康ポイント事業参加者では半年間で約１５，０００円、健
康になりまっする教室参加者では半年間で約５２，０００円の医療費削減効果が見られた。特に慢性疾患（糖尿病・
高血圧・脂質異常症）の医療費の削減効果が見られ、特に３つの慢性疾患を持っている人の医療費は健康ポイント
事業に参加していない人の医療費は約５，８００円増加したが、健康ポイント事業参加者は半年間で約１８，０００円
下がった。
 
【意義】健康ポイント事業やＮＷ・ＰＷの影響もあり、高齢者自身が活発に活動を始めていることから地域のコミュニ
ティも強化され、地域活動もより活発化してきている。今後高齢化が急速に進むなか、市民、関係団体、行政が一体
となり、地域における健康づくりの取組を推進することで、健康寿命日本一のまちづくりをめざしていく。

取組・事業の概要がわかる写真や図：

第5回 健康寿命をのばそう！アワード　　　　＜生活習慣病予防分野＞

取組・活動名：健康寿命のばしマッスルプロジェクト

企業・団体・自治体等の名称：　志木市役所

プロジェクトウェブサイトURL　　http//www.city.shiki.lg.jp

健康ポイント事業


